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空
知
町
村
議
会
議
員
研
修

会

長
谷
川

秀
樹

開
催
地

雨
竜
町

開
催
日

７
月
９
日

雨
竜
町
に
お
い
て
管
内
の
議
員

が
一
同
に
会
し
て
研
修
会
が
開
催

さ
れ
た
。

北
海
道
大
学
大
学
院
法
学
研
究

科
教
授
の
山
口
二
郎
氏
を
講
師
に

招
き
「
政
権
交
代
以
降
の
地
域
主

権
と
地
方
議
会
」
と
題
し
講
演
が

あ
っ
た
。

そ
の
中
で
今
後
は
、
地
方
分
権

（
民
主
党
は
地
域
主
権
）
が
更
に
進

み
、
国
に
よ
る
関
与
、
統
制
が
排

除
さ
れ
、
財
源
も
保
障
さ
れ
地
方

の
需
要
に
そ
く
し
た
一
括
交
付
金

制
度
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
が
予
測

さ
れ
る
。
そ
の
時
、「
地
方
議
会
は

分
権
を
受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き

る
の
か
」
と
疑
問
を
呈
さ
れ
、
議

会
改
革
を
図
り
、
議
会
は
元
来
話

し
合
い
の
場
で
あ
る
か
ら
議
論
が

重
要
で
あ
る
と
結
論
づ
け
た
。

地
方
分
権
は
と
も
か
く
、
今
議

会
と
し
て
の
責
務
を
し
っ
か
り
果

た
す
為
に
は
住
民
と
十
分
に
対
話

し
、
実
態
の
的
確
な
把
握
、
ま
ち

の
将
来
、
目
指
す
と
こ
ろ
は
ど
こ

な
の
か
な
ど
、
議
論
を
尽
く
し
政

策
形
成
を
行
う
議
会
の
実
現
に
向

け
、
研
鑽
を
積
む
必
要
性
を
痛
感

し
た
研
修
会
だ
っ
た
。

市
町
村
議
会
議
員
政
策
講

座
（
行
財
政
基
本
コ
ー
ス
）

青
田

良
一

研
修
期
間

８
月
３
日
か
ら
６
日

研
修
地

千
葉
県
千
葉
市

８
月
３
日
か
ら
６
日
に
か
け
て

千
葉
県
に
あ
る
市
町
村
職
員
中
央

研
修
所
（
市
町
村
ア
カ
デ
ミ
ー
）

で
開
催
さ
れ
た
「
市
町
村
議
会
議

員
政
策
講
座
」
に
受
講
し
た
。
元

々
は
市
町
村
職
員
の
た
め
の
研
修

施
設
で
あ
る
が
、
時
代
の
変
化
に

対
応
し
議
員
研
修
に
も
取
り
組
み

は
じ
め
て
い
る
。
研
修
内
容
と
し

て
、
座
学
（
大
学
教
授
や
現
役
官

僚
に
よ
る
講
義
）
と
演
習
（
定
め

ら
れ
た
課
題
の
解
決
方
策
を
グ
ル

ー
プ
で
討
議
し
発
表
す
る
）
と
な

っ
て
お
り
、
日
中
は
講
義
、
夜
間

は
演
習
と
緊
張
を
強
い
ら
れ
る
研

修
で
あ
っ
た
。

国
は
議
員
内
閣
制
（
与
党
か
ら

総
理
大
臣
が
選
ば
れ
る
。
国
民
は

総
理
大
臣
を
選
べ
な
い
）
こ
れ
に

対
し
て
市
町
村
は
住
民
が
直
接
首

長
や
議
員
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き

る
。
こ
れ
を
二
元
代
表
制
と
言

う
。
地
方
自
治
法
を
見
る
と
市
町

村
に
「
議
会
」
を
置
く
と
の
一
項

が
首
長
選
挙
よ
り
も
先
に
記
載
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で

は
国
か
ら
の
機
関
委
任
事
務
が
多

く
、
議
会
は
そ
の
機
能
を
発
揮
す

る
機
会
が
乏
し
か
っ
た
。
地
方
分

権
が
進
み
自
治
事
務
の
増
加
、
財

源
や
権
限
の
移
譲
が
進
む
と
地
方

議
会
の
役
割
は
よ
り
重
要
と
な
る

こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
議
員

定
数
の
削
減
、
報
酬
の
減
額
と
地

域
住
民
か
ら
の
批
判
（
議
会
の
閉

鎖
性
、
不
透
明
性
と
言
っ
た
も
の
）

を
跳
ね
返
す
べ
く
、
地
方
議
会
や

議
員
の
信
頼
回
復
に
向
か
っ
て
、

全
国
い
た
る
と
こ
ろ
で
、
議
会
改

革
や
議
員
資
質
改
善
へ
の
取
り
組

み
が
進
ん
で
い
る
。

図
ら
ず
も
議
席
を
得
た
小
生
に

は
、
刺
激
的
な
研
修
で
あ
り
、
こ

の
研
修
を
活
か
し
、
町
の
発
展
や

議
会
活
性
化
に
努
力
し
た
い
。
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春
の
天
候
不
順
か
ら
一
転
し
て

暑
い
日
の
連
続
で
、
真
夏
日
を
９

月
上
旬
ま
で
あ
じ
わ
い
ま
し
た
。

好
天
で
農
作
物
が
大
豊
作
か
と
思

わ
れ
ま
し
た
が
、
お
米
の
量
は
多

く
な
い
と
か
。
何
ご
と
も
ほ
ど
ほ

ど
で
な
い
と
だ
め
な
ん
で
す
ね
。

今
の
と
こ
ろ
台
風
の
影
響
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
８
月

日
の
ゲ
リ

24

ラ
豪
雨
で
は
、
本
町
で
も
、
床
下

浸
水
、
水
稲
の
冠
水
、
用
水
路
や

頭
首
工
な
ど
が
被
害
を
受
け
、
被

害
総
額
が
約
５
、
４
０
０
万
円
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
被
害
を
受
け

た
皆
さ
ん
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。

今
年
は
開
町

周
年
で
様
々
な

120

行
事
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今

年
限
り
の
町
民
運
動
会
が
雨
で
中

止
に
な
っ
た
こ
と
は
本
当
に
残
念

で
し
た
。

月

日
の
「
な
ん
で

11

21

も
鑑
定
団
」
と
「
タ
イ
ム
カ
プ
セ

ル
」
は
、
今
年
最
後
の
記
念
事
業

で
す
。
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
樋
坂
）

【
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広
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特
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△

講
演
す
る
山
口
二
郎
氏

△
夜
間
の
グ
ル
ー
プ
演
習


